
　
佐
賀
県
で
は
、同
県
の
象
徴
と
も
言
え
る「
有
田

焼
」が
今
年
で
創
業
4
0
0
年
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、有
田
町
を
中
心
に
県
内
外
で
年
間
を
通
じ
て

様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。有
田
焼
創
業
4
0
0
年
を
契
機
に
、

持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
す〝
ま
ち
づ
く
り
〞の
取

り
組
み
も
、有
田
町
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
秋
に
は
有
田
町
で
主
要
イ
ベ
ン
ト

　

有
田
焼
の
歴
史
は
、豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
出

兵
に
ま
で
遡
り
ま
す
。朝
鮮
半
島
か
ら
多
く
の
陶

工
が
日
本
に
渡
り
、佐
賀
藩
で
は
1
6
1
6
年（
元

和
2
年
）に
、陶
工
の
李
参
平
が
有
田
で
白
磁
鉱
を

発
見
し
ま
し
た
。酒
井
田
柿
右
衛
門
ら
が
絵
の
具

で
模
様
を
描
く
赤
絵
付
け
に
成
功
。17
世
紀
半
ば

以
降
は
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
有
田
焼
を
買

い
付
け
、「
古
伊
万
里
」と
し
て
ヨ
ー
ロッパ
の
王
侯

貴
族
を
中
心
に
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
か
ら
国
内
主
要
都
市
で〝
4
0
0
年

有
田
の
魅
力
展
〞が
開
催
さ
れ
て
お
り
、10
月
と

11
月
に
は
地
元・有
田
町一円
で
の〝
有
田
ま
ち
な

か
フェス
テ
ィ
バ
ル
〞や
同
町
に
あ
る
佐
賀
県
立
九

州
陶
磁
文
化
館
で
の
特
別
企
画
展〝
日
本
磁
器

誕
生
〞な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
田
町
は「
豊
か
な
陶
磁
器
文
化
や
歴
史
を

継
承
し
て
内
外
に
広
く
発
信
し
、貴
重
な
観
光

資
源
で
も
あ
る
有
田
焼
を
通
じ
た
町
の
振
興
や

発
展
に
つ
な
げ
た
い
」（
有
田
焼
創
業
4
0
0
年

事
業
推
進
課
）と
説
明
。創
業
4
0
0
年
記
念

関
連
事
業
と
し
て
、有
田
駅
構
内
に
有
田
焼
のエ

ク
ス
テ
リ
ア
な
ど
を
設
置
し
、観
光
環
境
の
整
備

に
も
取
り
組
む
方
針
で
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
訴
求
力
も
視
野
に

　
〝
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
〞は
、窯
元

を
は
じ
め
住
民
自
ら
が
様
々
な
企
画
を
考
え
て

来
訪
者
を
も
て
な
そ
う
と
い
う
も
の
で
、「
有
田

焼
創
業
4
0
0
年
を
機
に
、観
光
面
か
ら
も
町

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
って
き

て
い
る
」（
有
田
焼
創
業
4
0
0
年
事
業
推
進

課
）と
い
い
ま
す
。佐
賀
県
で
も「
今
年
は
有
田

焼
創
業
4
0
0
年
と
バ
ル
ー
ン
フェス
タ
を
2
本

柱
に
、内
外
に
県
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
」（
観
光

課
）し
て
お
り
、有
田
焼
が
韓
国
や
西
欧
と
の
歴

史
的
つ
な
が
り
も
深
い
こ
と
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

への
訴
求
力
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
5
月
に
は
、佐
賀
／
有
田
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョン
や
同
県
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
の
拠
点
と

な
る〝
ア
リ
タ
ハ
ウ
ス
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
〞を
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
内
に
開
設
。今
年
12
月
末
ま
で
、有

田
焼
の
展
示
や
レ
ク
チ
ャ
ー・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な

ど
の
交
流
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

有
田
町
で
主
要
イ
ベン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
、〝
佐
賀
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フェス
タ
〞（
10
月
28
日
〜
11

月
6
日
）や〝
唐
津
く
ん
ち
〞（
11
月
2
〜
4
日
）

も
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
集
合
効
果
に
よ
る

入
り
込
み
の
拡
大
」も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐 賀 県

「佐賀」を象徴する伝統的地場産品の
有田焼

全国から100万人が訪れる有田陶器
市の賑わい

登り窯の「攻め焚き」を鑑賞するプロ
グラムも

バルーンフェスタも佐賀の代表的イ
ベントに

唐津神社の秋季例大祭として知られる
「唐津くんち」

秋の陶器祭では「薪焚き」体験も
始まりました

「
有
田
焼
」創
業
４
０
０
年
で
観
光
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
陶
磁
器
文
化
や
歴
史
を
広
く
内
外
に
発
信
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